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ODA 
沖縄脊髄損傷者連合会 

新
年
の
ご
挨
拶 

沖縄脊髄損傷者連合会 

会長 上里一之 

傾
斜
の
な
く
な
っ
た
歩
道
を

車
い
す
で
歩
行
す
る
牧
志
努
さ

ん
（
前
）
と
山
川
淳
二
さ
ん
＝

那
覇
市
上
間 

沖
縄
総
合
事
務

歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
検
証 

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
道
路
や
公
共
建

築
物
の
建
設
に
伴
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
す
る
当
事
者
か
ら
の

提
言
は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
本
年

も
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
な

い
で
し
ょ
う
。
「
共
に
人
生
を

楽
し
も
う
！
」
を
合
言
葉
に
、

会
員
共
々
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
、
本
年
も
私
た
ち
の
活
動

を
温
か
い
気
持
ち
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

の
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
と
陸
上
競

技
に
、
本
会
出
身
の
仲
間
が
全

日
本
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し

て
、
国
際
的
な
晴
舞
台
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
社
会
的
な
活
動
で

は
、
脊
損
者
同
志
で
お
こ
な
う

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
県
の
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
や
障
害
者
施
策

推
進
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、

さ
ら
に
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
等
へ

も
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
会

員
が
多
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と

は
、
と
て
も
誇
ら
し
い
か
ぎ
り

で
す
。
さ
ら
に
、
学
校
や
夏
休

み
に
開
催
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
事
業
等
で
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
通
し
て
行
な
っ
て
い
る

福
祉
教
育
活
動
は
、
内
外
か
ら

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
大
き

な
意
義
を
も
つ
活
動
の
ひ
と
つ

会
員
の
皆
さ
ん
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
で
設
立
２
４
年

目
を
迎
え
る
本
会
の
活
動
を
展

望
し
ま
す
と
、
各
種
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て
い
る
会
員

の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
大
い
に
楽

し
み
な
一
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
来
る
６
月
に
は
、
厚
労
大

臣
杯
争
奪
、
第
２
２
回
車
い
す

ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
が
沖
縄
で
開
催
さ
れ

る
の
を
始
め
、
９
月
に
北
京
で

開
催
さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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障
害
者
週
間
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
障
害
者
た
す
き
リ
レ
ー
」

（
主
催
・
県
、
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
）
が
十
二
日
午
前
、

名
護
市
役
所
を
出
発
し
た
。
二

日
間
で
北
部
六
市
町
村
を
回

り
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
よ
い

平
等
な
社
会
づ
く
り
を
訴
え

る
。
十
三
日
に
名
護
市
民
会
館

に
ゴ
ー
ル
す
る
。 

メ
ン
バ
ー
五
人
が
参
加
す

る
、
車
い
す
陸
上
ク
ラ
ブ
タ
ー

ト
ル
ズ
の
上
与
那
原
寛
和
さ
ん

は
「
リ
レ
ー
を
通
し
て
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
画
の
推
進

を
図
り
、
障
害
者
週
間
の
関
心

と
理
解
を
深
め
た
い
」
と
決
意

表
明
。
同
協
会
の
照
屋
寛
常
務

理
事
が
「
こ
の
活
動
が
多
く
の

県
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
る

た
す
き
リ
レ
ー
で
障
害
者

週
間
Ｐ
Ｒ 

た
の
穴
に
車
い
す
の
車
輪
が
落

ち
る
地
点
な
ど
で
改
善
を
求
め

た
。
そ
の
後
の
工
事
で
は
歩
道

に
平
ら
な
部
分
を
設
け
、
歩
道

と
車
道
の
段
差
を
５
セ
ン
チ
か

ら
１
・
５
セ
ン
チ
に
下
げ
た
。

途
切
れ
て
い
た
点
字
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
を
マ
ン
ホ
ー
ル
上
に
も

設
置
し
、
排
水
溝
の
ふ
た
の
穴

の
目
を
細
く
変
更
し
た
。 

牧
志
さ
ん
は
「
以
前
は
介
助

者
が
い
て
も
歩
行
が
困
難
だ
っ

た
が
、
一
人
で
も
段
差
を
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
の

意
見
を
聞
い
て
改
善
す
る
の
は

良
い
取
り
組
み
だ
」
と
話
し
、

山
川
さ
ん
も
「
障
害
者
も
安
心

し
て
歩
け
る
道
を
造
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
し
た
。
同
事
務
所

の
玉
城
正
弘
副
所
長
は
「
今
回

の
声
を
他
の
工
事
に
も
反
映
さ

せ
た
い
」
と
話
し
た
。 

 
 

 
 

(

１
２
／
６
琉
球
新
報
抜
粋
） 

局
南
部
国
道
事
務
所
は
国
道
５

０
７
号
（
旧
国
道
３
２
９
号
）

の
国
場
交
差
点
か
ら
上
間
交
差

点
ま
で
の
歩
道
整
備
を
完
了

し
、
５
日
午
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
会
（
井
上

将
理
事
長
）
の
協
力
の
も
と
、

車
い
す
歩
行
者
２
人
に
よ
る
安

全
性
の
検
証
を
行
っ
た
。
同
事

務
所
が
障
害
者
と
と
も
に
検
証

を
行
う
の
は
２
例
目
。
検
証
に

参
加
し
た
の
は
整
備
前
の
昨
年

１
０
月
２
４
日
の
検
証
に
も
参

加
し
た
牧
志
努
さ
ん
（
４
０
）

＝
那
覇
市
＝
と
山
川
淳
二
さ
ん

（
３
５
）
＝
南
城
市
＝
で
、
車

い
す
で
歩
行
し
た
。
昨
年
の
検

証
で
２
人
は
き
つ
い
傾
斜
や
進

む
こ
と
の
で
き
な
い
高
い
段
差

な
ど
の
地
点
を
指
摘
、
マ
ン

ホ
ー
ル
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
切

れ
て
い
る
場
所
や
排
水
溝
の
ふ
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広告(エアー沖縄） 

障害者週間ＰＲのたすきリレーで

出発する車いす陸上クラブタート

ルズのメンバーら＝名護市役所 

と
と
も
に
、
障
害
者
の
社
会
参

加
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
確
信

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。 

 
(

１
２
／
１
２
沖
縄
タ
イ
ム
ス
抜
粋) 

な
れ
る
な
ん
て
夢
み
た
い
。
卒

業
ま
で
の
い
い
記
念
に
な
っ

た
。
来
年
も
優
勝
を
目
指
し
た

い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。 

各
自
の
ペ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を

楽
し
む
１
・
５
キ
ロ
ト
リ
ム
部

門
は
嶺
井
穂
香
さ
ん
（
７
）
＝

読
谷
村
＝
と
喜
久
川
博
美
さ
ん

（
４
７
）
＝
大
宜
味
村
＝
が
そ

れ
ぞ
れ
申
告
タ
イ
ム
と
４
秒
差

で
優
勝
。
嶺
井
さ
ん
は
「
散
歩

が
大
好
き
。
温
か
い
声
援
が
う

れ
し
か
っ
た
」
。
喜
久
川
さ
ん

は
「
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
喜
ん
だ
。 

沿
道
で
は
、
総
合
学
習
で
福

祉
を
学
ん
で
い
る
大
山
小
学
校

の
五
年
生
約
二
百
人
が
選
手
を

激
励
。
宮
城
か
の
ん
さ
ん
（
１

０
）
と
古
堅
舞
さ
ん
（
１
１
）

は
「
足
が
不
自
由
な
人
が
一
生

懸
命
走
る
姿
に
感
動
し
た
。
す

シ
ョ
ン
で
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
声
援
に
応
え
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド

に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

た
。 ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
、
後

半
十
六
キ
ロ
で
勝
負
を
か
け
、

初
優
勝
の
テ
ー
プ
を
切
っ
た
山

本
浩
之
さ
ん
（
４
１
）
＝
福
岡

県
は
「
今
年
こ
そ
は
、
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」
と
感
無
量
の
表

情
。
昨
年
一
位
の
廣
道
純
さ
ん

が
ピ
ッ
タ
リ
と
後
ろ
に
つ
く
展

開
だ
っ
た
が
「
最
後
は
ス
タ
ミ

ナ
勝
ち
。
正
々
堂
々
と
勝
負
し

た
」
と
話
し
、
妻
の
美
也
子
さ

ん
（
３
９
）
や
長
男
寛
大
君

（
１
３
）
、
二
男
航
平
君
（
１

１
）
と
が
っ
ち
り
握
手
し
た
。

五
キ
ロ
の
部
初
優
勝
の
城
間
圭

亮
君
（
１
１
）
＝
金
武
小
六
年

＝
は
「
大
人
と
競
っ
て
一
位
に

熱
い
応
援
を
受
け
、
力
い
っ

ぱ
い
進
む
銀
輪
―
。
九
日
、
宜

野
湾
市
内
で
開
か
れ
た
第
十
九

回
ぎ
の
わ
ん
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
気
温
二
十
度
、
暖
か
な

太
陽
が
顔
を
出
す
コ
ン
デ
ィ

第
１
９
回
ぎ
の
わ
ん
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
開
催 
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毎
月
二
十
五
日
発
行 

Ｏ
Ｄ
Ａ
通
巻 

号
外 

発
行
人 

沖
縄
県
南
風
原
町
字
神
里
六
三
一 

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

編
集
人 

沖
縄
県
那
覇
市
石
嶺
町
四
ー
三
七
三
ー
一
西
棟
２
Ｆ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
規
模
団
体
室
・
し
ゃ
り
ん
編
集
部 

上
里
一
之 

購
読
料
は
会
費
に
含
む 

 

【
頒
価 

二
十
円
】 

広告(ちはる歯科） 

来
年
６
月
に
沖
縄
県
で
「
第

２
２
回
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
大
会
実
行
委
員

と
し
て
私
達
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
沖
縄
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
が
大
会
の
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
、
運
営
資
金
造
成
と
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

不
況
の
折
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ご
購
入
頂
き
大
会
運
営

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
沖
縄
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
一
同 

【
連
絡
先
：
担
当:

州
鎌
】 

携
帯
０
９
０-

８
２
９
４-

０
６
８
２ 

℡
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
９
７-

８
９
９
９ 

【
価
格
・
色
・
サ
イ
ズ
】 

 

１
枚
千
五
百
円 

白
・
黒 

Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
・
３
Ｌ 

資
金
造
成
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
中 

ご
い
迫
力
で
、
声
援
を
返
し
て

く
れ
る
姿
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
大
阪
府
か
ら
応
援

に
駆
け
付
け
た
今
田
愛
子
さ
ん

（
２
６
）
は
「
見
て
い
る
だ
け

で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
。
一
生
懸

命
に
走
る
姿
を
見
て
刺
激
に
な

る
。
私
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
い

と
」
と
力
を
込
め
た
。 

普
天
間
高
校
吹
奏
楽
部
は
総

勢
四
十
人
が
マ
ー
チ
の
演
奏
で

選
手
を
後
押
し
。
部
長
で
二
年

生
の
奥
田
奈
々
さ
ん
（
１
７
）

＝
は
「
頑
張
っ
て
い
る
選
手
の

気
持
ち
が
伝
わ
り
、
思
わ
ず
笑

顔
が
出
ま
し
た
」
と
話
し
た
。 

 
 

(

１
２
／
１
０
沖
縄
タ
イ
ム
ス
抜
粋) 

今
回
の
大
会
に
も
沖
脊
連
会

員
の
方
が
多
く
参
加
さ
れ
、
恒

例
と
な
る
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
競

技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


